
旧 学 習 院 初 等 科 正 堂  

（ 1 ） 歴 史  明 治 3 2 年 （ 1 8 9 9 ） に 東

京 市 四 谷 区 尾 張 町 （ 現 : 東 京 都 新 宿 区

若 葉 町 ）に 建 て ら れ た ま し た 。昭 和 1 2

年 （ 1 9 3 7 ）、 当 時 の 皇 太 子 殿 下 （ 明 仁
あ き ひ と

親 王 ）入 学 に あ た り 改 築 す る こ と に な

り 、本 建 物 は 宮 内 省 下 総 御 料
ご り ょ う

牧 場 が あ

っ た 千 葉 県 印 旛 郡 遠 山 村 が 新 設 す る

尋 常 高 等 小 学 校 に 下 賜
か し

さ れ 、移 築 さ れ

ま し た 。 そ の 後 、 村 立 遠 山 中 学 校 、 成

田 市 立 遠 山 中 学 校 と 校 名 は 変 わ り ま

す が 、講 堂 と し て 使 い 続 け ら れ ま し た 。

下 総 御 料 牧 場 跡 に 新 東 京 国 際 空 港 建

設 が 決 ま る と 、校 舎 防 音 の 必 要 性 か ら

建 替 え ら れ る こ と と な り 、昭 和 4 8 年

（ 1 9 7 3 ） に 重 要 文 化 財 に 指 定 後 、 昭

和 5 ０ 年 （ 1 9 7 5 ） に 現 在 地 に 移 築 保

存 さ れ 、 一 般 公 開 し て い ま す 。  

 

（ ２ ）建 物 概 要  木 造 平 屋 建 で 、中 央

に 広 間 を 取 り 、 背 後 に 演 壇 が 突 出 し 、

左 右 に 控 室 が 附 属 し 、正 面 と 側 面 に ベ

ラ ン ダ を め ぐ ら し て い ま す 。屋 根 は 寄

棟 造 で 、ベ ラ ン ダ 部 分 は 一 段 低 く 庇 状

に か け 、 ス レ ー ト 葺 で す 。 外 壁 は 下 見

板 張 り で 、軒 に 持 送 り を 付 け て い ま す 。 

 広 間 に は 桁 行 方 向 前 よ り に 円 柱 を

一 列 に 並 べ 、演 壇 前 面 に は 柱 頭
ちゅうとう

飾 り を

施 し た 円 柱 と 方 柱 を 一 組 に し た 柱 列

と し て い ま す 。壁 は す べ て 漆 喰 塗 り と



し 、天 井 は 格
ご う

縁
ぶ ち

状 の 枠 木 の 中 に 小 巾 板

を 張 っ た も の で す 。床 は 広 間 が 寄 木 張

り 、 控 室 が マ ッ ト 敷 き 、ベ ラ ン ダ が 石

敷 で す 。  

 建 物 装 飾 が 比 較 的 少 な く 、意 匠 は 簡

潔 で す が 、様 式 手 法 は 堅 実 で 、 落 ち 着

い た 趣 き を も っ て い ま す 。移 築 に 際 し

て 忠 実 に 旧 状 を 踏 襲 し て お り 、旧 宮 内

省 所 管 の 明 治 洋 風 建 築 と し て の 風 格

を 備 え て い ま す 。  

 

（ 3 ）設 計 者 ・ 新 家
に い の み

孝 正 ( 1 8 5 7 - 1 9 2 2 )  

工 部 大 学 校 で ジ ョ サ イ ア・ コ ン ド ル

に 学 び 、 工 部 省 、 皇 居 御 造 営 事 務 局 、

逓 信 省 、 日 本 土 木 会 社 を 経 て 、 フ リ ー

と な り 活 躍 し ま し た 。シ ア ト ル の 万 国

博 覧 会 、 日 英 博 覧 会 等 の 日 本 館 等 、 国

際 舞 台 で の 活 動 が 注 目 さ れ ま す 。現 在

残 る 作 品 と し て は 旧 日 本 第 一 銀 行 仁

川 支 店 、旧 川 崎 銀 行 水 戸 支 店 等 が あ り

ま す 。 ま た 東 京 国 立 博 物 館 表 慶 館 （ 旧

奉 献 美 術 館 ） は 設 計 片 山 東
と う

熊
く ま

、設 計 主

任 高 山 幸 次 郎 、現 場 監 督 新 家 孝 正 で す

が 、新 家 も 設 計 に 深 く 関 わ っ た 作 品 で

す 。  

 



（ ４ ） み ど こ ろ  

 

中 央 3 間 は 特 別  正 面 3 間 の み 、 ベ ラ ン ダ 床 は

御 影 石 と 粘 板 岩 を 亀 甲 型 に 敷 き 並 べ 、扉 も 桧 の

良 質 材 の 板 扉 で 、特 別 感 を 演 出 し て い ま す 。ま

た 中 に 入 る と 、 正 面 3 間 の 扉 上 部 の 飾 り に は

菊 風 意 匠 が 用 い ら れ て い ま す 。  

屋 根 の 棟 飾 り  学 習 院 時 代 の 古 写 真 に あ っ た 大

棟 と 控 室 棟 の フ ィ ニ ア ル （ 建 物 の 頂 上 あ る い

は 角 に あ る 飾 り ）を 復 原 し て い ま す 。大 棟 両 端

に 飾 付 き の 避 雷 針 、そ の 間 に 唐 草 文 の 間 飾 り 、

控 室 棟 に は 宝 珠 を 重 ね た 飾 り と な っ て い ま

す 。 一 部 残 っ て い た 床 下 換 気 孔 金 具 の 文 様 も

参 考 に し て 、大 棟 間 飾 を 復 原 し て い ま す 。床 下

換 気 孔 金 具 も 復 原 し て い ま す の で 、 ぜ ひ ご 覧

く だ さ い ！  

木 部 の 外 装 ペ ン キ は 、 白 と 青 の ツ ー ト ン カ ラ ー  

ツ ー ト ン カ ラ ー は 明 治 の 洋 風 建 築 の 特 徴 で 、設 計

者 新 家 孝 正 が 明 治 3 1 年 に 設 計 し た 別 の 建 物 も 、

こ の 配 色 で 塗 装 し て い ま す 。  

床 下 換 気 孔  軒 の 持 送 り  



 

 

 

 

 

 

 

珍 し い 横 長 の 平 面 形  後 に 一 般 的 と な る 縦 長 の

学 校 講 堂 で は な く 、間 口 が 広 い 横 長 平 面 で す 。こ

れ は 、 明 治 2 3 年 完 成 の 学 習 院 本 館 2 階 に 設 け

ら れ た 正 堂 部 分 を 踏 襲 し た も の で 、明 治 2 7 年 の

明 治 東 京 地 震 で 大 破 し た 本 館 正 堂 部 分 を 平 屋 に

直 し 、 旧 部 材 も 一 部 用 い て 拡 張 再 建 し た と 伝 わ

っ て い ま す 。 我 が 国 古 来 の 仏 教 寺 院 講 堂 を 思 わ

せ る 平 面 形 と も い え ま す 。  

広 間 に 6 本 並 ぶ 円 柱 は エ ン タ シ

ス  下 約 1 / 3 辺 り か ら 上 部 に か

け て 徐 々 に 細 く し た エ ン タ シ ス

を 施 し て い ま す 。 下 か ら 見 上 げ

る と 、 真 っ 直 ぐ な 円 柱 よ り も 安

定 し て 見 え る た め 、 古 代 ギ リ シ

ャ 神 殿 や 日 本 の 法 隆 寺 で も 用 い

ら れ た 手 法 で す 。な お 、下 1 / 3 に

は 古 代 ギ リ シ ャ の 円 柱 に も 刻 ま

れ た 条 溝 （ フ ル ー テ ン グ ） を 彫

り 、 柱 頭 は ド リ ッ ク オ ー ダ ー 風

で 、 古 典 の 様 式 美 は バ ッ チ リ で

す 。  

東 控 室

は 学 習

院 時 代 、

貴 賓 室

で し た 。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広 間 床 の 寄 木 張 り  広 間 床 の 寄 木 張 り は 、昭 和

4 8 年 の 移 築 工 事 の 際 、 昭 和 3 0 年 に 重 ね 張 り

し た 床 の 下 か ら 現 れ た も の で 、当 初 の 状 態 を 保

っ て い ま し た 。材 質 は 欅 で 、8 m m 程 の 厚 さ で 、

当 初 は ニ カ ワ で 接 着 し て い ま し た 。そ し て 演 壇

中 央 の 直 径 2 . 5 m 程 の 幾 何 学 文 様 の 寄 木 張 り

は 、上 の と お り 、特 に 凝 っ た 意 匠 と な っ て い ま

す 。  

本 格 的 な コ リ ン ト 風 柱 頭 飾 の 演 壇

柱  

演 壇 に は 、 円 柱 と 角 柱 を 一 組 に し

た 柱 が あ り ま す 。 柱 の て っ ぺ ん の

柱 頭 飾 り は 、欅 の 寄 木 造 り で 、深 彫

で 八 葉 を 組 み 合 わ せ 、 隅 に 渦 巻 き

を 施 す コ リ ン ト 風 で す 。  

 



 

広 間 出 入 口 の 扉 と 上 部 飾 り  

広 間 の 出 入 口 内 部 の 上 方 に 、西 洋 建 築 で 扉 や 窓

上 部 に 古 典 的 に み ら れ る 櫛 形 の ペ テ ィ メ ン ト

と 呼 ぶ 装 飾 が 付 い て い ま す 。こ の 原 型 は ギ リ シ

ャ 神 殿 正 面 の 三 角 形 破 風 で す 。左 は ア ー チ 状 の

上 に 菊 風 の 意 匠 装 飾 が 付 き 、 正 面 3 間 の 扉 と

控 室 入 口 扉 の 上 方 の も の で す 。  

窓 枠 と 上 部 の カ ー テ

ン ボ ッ ク ス  

演 壇 後 方 の 窓 3 か 所

と 、東 控 室 の 窓 3 か 所

に 欅 材 の カ ー テ ン ボ

ッ ク ス が 取 付 け ら れ

て い ま す 。右 は ギ リ シ

ャ 神 殿 正 面 の 三 角 形

破 風 に 似 た 装 飾 で 、東

控 室 の も の で す 。  

 


